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肥満並びにやせに該当する者の割合の評価方法について 

 

 

 

肥満並びにやせの評価方法については、ＢＭＩをはじめ、複数の方法が存在

しています。特に、小児における肥満度を用いた評価の方法については、わが

国においては、肥満度算出のために用いる標準体重の算出方法に複数の方法が

存在することに留意が必要です 1)。 

 

 

１． 成人の肥満並びにやせに該当する者の割合の評価方法 

○ＢＭＩ(Body Mass Index 次式)を用います。 

○男女とも 20歳以上ＢＭＩ＝22を標準とし、肥満の判定基準は、下記の通りと

します。 

 

ＢＭＩ＝体重 kg/（身長 m）２ 

判 定 低体重（やせ） 普 通 肥 満 

ＢＭＩ 18.5未満 18.5以上 25.0未満 25.0以上 
（日本肥満学会（2000年）による肥満の判定基準） 

 

 

２． 小児の肥満並びにやせに該当する者の割合の評価方法 

（１） 幼児 

○３歳以上６歳未満の幼児を対象に、幼児身長体重曲線（性別・身長別標準体

重）を用いた評価方法 2-4）とします。 

○肥満度の判定区分のうち、「肥満」については、＋15％以上、「やせ」に

ついては、－15％以下を評価対象とします。 

 

幼児身長体重曲線（性別・身長別標準体重）による肥満度の評価方法につい

ては、平成 12年乳幼児身体発育調査の結果に基づき作成されています。 

集団の長期的評価や医学的な判定においては、関係学会の見解 1)等に基づき、

平成 12 年乳幼児身体発育調査の結果に基づく値を用い、母子健康手帳におい

ては、直近の調査にもとづく乳幼児の現況を示すものであることから、平成 22

年乳幼児身体発育調査の結果に基づく値が用いられています 2,5)。 

これらを踏まえ、本評価においては、集団の長期的評価を行う観点から、平

成 12 年乳幼児身体発育調査の結果に基づき作成されたものを用いることとし

ますが、保護者が使用している母子健康手帳に掲載されている幼児身長体重曲

線と同様のものを用いて評価をしたい場合には、平成 22 年乳幼児身体発育調

査の結果に基づき作成されたものを用いても差し支えないこととします。 

なお、身長別標準体重の早見表及び肥満度判定区分の簡易ソフトについては、

平成 25年度中に配布予定です。 

 

 

 



肥満度＝〔実測体重（kg）－身長別標準体重（kg）〕/身長別標準体重（kg）

×100（％） 
区 分 呼 称 

 ＋30％以上 

 ＋20％以上＋30％未満 

 ＋15％以上＋20％未満 

 －15％超＋15％未満 

 －20％超－15％以下 

 －20％以下 

ふとりすぎ 

ややふとりすぎ 

ふとりぎみ 

ふつう 

やせ 

やせすぎ 

 

【平成 12年乳幼児身体発育調査の結果に基づく身長別標準体重の算出式】 

 ■男児 標準体重＝0.00206×身長 2－0.1166×身長＋6.5273 

 ■女児 標準体重＝0.00249×身長 2－0.1858×身長＋9.0360 

 

【平成 22年乳幼児身体発育調査の結果に基づく身長別標準体重の算出式】 

 ■男児 標準体重＝0.002226×身長 2－0.1471×身長＋7.8033 

 ■女児 標準体重＝0.002091×身長 2－0.1139×身長＋5.7453 

 

（２）児童・生徒 

 ○学校保健統計調査方式（性別・年齢別・身長別標準体重）6,7）による肥満度

判定方法を用います。 

 ○以下の区分のうち、「肥満」については、＋20％以上、「やせ」について

は、－20％以下を評価対象とします。 

 

肥満度（過体重度）＝〔実測体重（kg）－身長別標準体重（kg）〕/身長別標準

体重（kg）×100（％） 
 やせ傾向  

普 通 

肥満傾向 

－20％以下 20％以上 

判 定 高度やせ 軽度やせ 軽度肥満 中等度肥満 高度肥満 

肥満度 －30％以下 －30％超 

－20％以下 

－20％超～ 

＋20％未満 

20％以上 

30％未満 

30％以上 

50％未満 

50％以上 

 

身長別標準体重（kg）＝ a ×実測身長（cm）－ b 

 
※日本小児内分泌学会、日本成長学会により、早見表や計算ソフトが公表されています８）。 
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